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完
成
近
い
区
立
体
育
館
建
設
工
事
)

本年初の区議会開く
第
一
回
足
立
区
議
会
定
例
会
は
三

月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
会

さ
れ
昭
和
三
十
三
年
度
予
算
を
含

む
二
十
議
案
が
上
提
さ
れ
、
全
案

可
決
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
一
、
財
産
取
得
に
つ
い
て

淵
江
小
学
校
分
校
建
設
予
定
地

三
千
六
百
余
坪
を
買
入
れ
る
も

の
第
二
、
財
産
貸
付
に
つ
い
て

千
住
高
砂
町
に
あ
る
区
有
の
土

地
を
公
共
職
業
補
導
所
用
に
貸

付
け
る
も
の

第
三
、
区
立
第
十
一
中
学
校
増
改

築
工
事
請
負
契
約

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、

延
三
七
三
坪
、
予
算
二
千
二
百

八
十
四
万
円
で
新
築
す
る
も
の

第
四
、
第
五
、
区
立
江
南
中
学
校

分
校
新
築
工
事
請
負
契
約
と
設

置
に
つ
い
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
延

三
五
八
坪
、
予
算
二
千
二
百
二

十
四
万
円
で
新
築
し
四
月
一
日

か
ら
設
置
す
る
も
の

第
六
、
区
立
中
学
校
設
置
に
つ
い

て
、
区
立
東
淵
江
小
学
校
分
校

と
淵
江
小
学
校
分
校
を
四
月
一

日
か
ら
設
置
す
る
も
の

第
七
、
区
営
児
童
遊
園
の
廃
止
に

つ
い
て

区
営
の
本
木
児
童
遊
園
を
三
月

三
十
一
日
を
も
つ
て
廃
止
す
る

も
の

第
八
、
区
営
児
童
遊
園
の
設
置
に

つ
い
て

区
営
北
鹿
浜
児
童
遊
園
を
敷
地

の
寄
附
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら

設
置
す
る
も
の

第
九
、
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

第
十
、
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

第
十
一
、
町
区
域
の
設
定
に
つ
い

て千
住
緑
町
の
地
番
整
理
の
た
め

一
丁
目
～
三
丁
目
ま
で
新
し
い

地
域
を
つ
く
る
も
の

第
十
二
、
足
立
区
事
務
手
数
料
条

例
第
十
三
、
足
立
区
立
公
園
条
例

第
十
四
、
足
立
区
職
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

第
十
五
、
足
立
区
営
児
童
遊
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
十
六
、
昭
和
三
十
三
年
度
一
時

借
入
金
に
つ
い
て

第
十
七
、
昭
和
三
十
二
年
度
足
立

区
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

第
十
八
、
昭
和
三
十
三
年
度
足
立

区
歳
入
歳
出
予
算

昭
和
三
十
三
年
度
の
当
初
予
算

と
し
て
総
額
六
億
七
千
四
百
六

十
五
万
九
千
二
百
四
十
三
円
の

審
議

第
十
九
、
昭
和
三
十
三
年
度
足
立

区
質
屋
事
業
歳
入
歳
出
予
算

第
二
十
昭
和
三
十
三
年
度
足
立
区

歳
入
歳
出
追
加
予
算
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古
い
戸
籍
が
あ
た
ら
し
く

書
き
か
え
ら
れ
ま
す

今
の
戸
籍
法
で
は
一
つ
の
夫
婦
と

こ
れ
と
氏
を
同
じ
に
す
る
子
ご
と

に
戸
籍
を
つ
く
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

従
つ
て
そ
れ
以
外
の
も
の
は
同
じ

籍
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
戸
籍
が
人
の
身
分
関
係
を

公
認
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
新
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前

の
戸
籍
は
家
の
登
録
で
あ
つ
た
関

係
か
ら
戸
主
を
中
心
と
し
て
一
家

を
構
成
す
る
家
族
で
戸
籍
が
成
り

立
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
数
組

の
夫
婦
と
そ
の
子
、
祖
父
母
、
父

母
、
孫
、
叔
父
母
、
曽
孫
等
三
代

四
代
も
が
同
籍
の
戸
籍
で
、
今
の

戸
籍
と
は
全
く
違
つ
た
形
に
な
つ

て
い
ま
し
た
。

今
の
戸
籍
に
な
る
と
同
時
に
改
正

す
べ
き
で
し
た
が
、い
ろ
い
ろ
な

事
情
か
ら
む
つ
か
し
く
、一
時
的

な
措
置
と
し
て
新
法
の
戸
籍
と
み

な
し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
、十
年

後
に
新
に
命
令
で
改
製
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
も
昨
年
末
で
終
了
し
た

の
で
全
国
一
斉
に
三
年
計
画
で
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
具
体
的
な
例
で
説
明
し
、
か

た
が
た
御
協
力
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

○
改
正
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

る
か
(

具
体
例
下
表
)

下
の
例
で
は
基
本
戸
籍
甲
野
義
太

郎
戸
籍
か
ら
五
つ
の
戸
籍
が
作
ら

れ
結
局
改
製
に
よ
つ
て
六
つ
の
戸

籍
が
出
来
上
り
ま
す
。

甲
野
義
太
郎
戸
籍
は
分
離
し
た
者

を
消
し
て
改
正
の
旨
書
い
て
そ
の

ま
ま
新
法
の
戸
籍
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。

又
婿
養
子
五
郎
は
妻
の
氏
を
称
し

た
婚
姻
な
の
で
妻
春
子
を
筆
頭
者

と
す
る
戸
籍
に
入
り
ま
す
が
改
正

の
際
申
し
出
が
あ
れ
ば
夫
を
筆
頭

者
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
製
の
対
象
に
な
る
戸
籍
が
改
製

期
間
中
他
の
市
区
町
村
へ
転
籍

、

分
籍

、
婚
姻

、
養
子
縁
組

、
出
生

届
な
ど
に
よ
つ
て
従
前
の
本
籍
地

以
外

に
本
籍
を
定

め
ま
す
と
事
務

処
理
の
上

か
ら
誤
り
を
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
か
ら
現
在
の
本
籍
地

に
届
出
ま
た
は
新
本
籍
を
定
め
る

よ
う
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す

。
な
お
戸
籍
抄
本
の
交
付
な
ど

戸
籍

の
平
常
事
務
に
つ
き
ま
し
て

は
改
製
実
施
中
も
区
民
各
位
の
ご

要
望
に
万
全

の
体
制
を
と
つ
て
お

り
ま
す

が
事
務
運
営

に
格
段
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

基
本
戸
籍
(
旧
法
戸
籍
)

(
1
)
筆
頭
者
を
示
す
分
解
後
の
戸
籍

中
川
堤
桜
ま
つ
り

四
月
五
日
～
十
五
日

足
立
音
頭
や
足
立
小
唄
に
う
た
わ

れ
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
中

川
堤
に
桜
の
季
節
が
訪
れ
て
き
ま

し
た
。

今
年
も
又
大
い
に
そ
の
美
し
さ
を

満
喫
し
て
い
た
だ
こ
う
と
足
立
区

観
光
協
会
、
中
川
堤
桜
保
存
会
の

主
催
、
区
役
所
、
東
武
鉄
道
の
後

援
で
四
月
五
日
か
ら
十
日
間
桜
ま

つ
り
を
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
期
間
中
は
亀
有
―
吉
川
間
、

浅
草
―
大
谷
田
間
、大
谷
田
―
北

千
住
間
の
東
武
バ
ス
を
増
発
し
て

足
の
便
を
図
る
ほ
か
、
堤
演
芸
場

三
ケ
所
、
湯
呑
所
の
設
備
を
備
え

区
の
き
ぼ
う
号
も
毎
日
現
地
に
駐

車
し
て
興
を
そ
え
る
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
。

今
年
の
お
花
見
も
是
非
中
川
堤
に

お
で
か
け
下
さ
い
。

地
元
で
も
皆
さ
ん
の
お
出
で
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

話
し
合
い
運
動
に
参
加
し
ま
し
よ
う

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

秋
か
ら
話
し
あ
い
運
動
を
行
な
つ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
小
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話

し
合
い
を
通
じ
て
、
私
達
の
生

活
、
社
会
、
政
治
を
み
つ
め
る
習

慣
を
養
い
、
正
し
い
選
挙
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
運
動
で
あ
り
ま

す
。
現
在
ま
で
に
各
町
で
話
し
合

い
の
会
が
五
十
数
回
も
た
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
六
人
か
ら
十
人
位
の

人
達
が
集
つ
て
、
公
明
選
挙
の
こ

と
や
身
近
な
日
常
生
活
の
こ
と
等

に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
い
ま
し

た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
話
題
を
捨
つ
て

み
ま
す
と
、

一
、
選
挙
に
際
し
て
有
権
者
の
態

度
、
棄
権
防
止
の
こ
と
。

一
、
候
補
者
と
公
約
履
行
の
こ
と

、
よ
い
候
補
者
を
み
わ
け
る

こ
と
。

一

、
保
健
衛
生
の
こ
と
、
ゴ
ミ
の

処
理
、
下
水
、
水
道
の
こ
と
。

一

、
防
火
、
防
犯
の
こ
と
、
青
少

年
の
不
良
化
防
止
の
こ
と
。

一
、
新
生
活
運
動
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
集
つ
た
人
達
が
、
み
ん
な
で

勉
強
し
、
選
挙
や
政
治
の
こ
と
に

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
分

達
の
手
で
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
意
識
を
昂
め
つ
つ
あ
り
ま

す
。
話
し
あ
い
運
動
を
育
成
す
る
た
め
に

各
地
区
に
公
明
選
挙
推
進

委
員
協
力
者
の
方
が
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
か
ら
話
し
あ
い
の
会

に
お
さ
そ
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
御

気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

足
立
区
公
共
職
業

補
導
所
の
開
始

足
立
区
に
東
京
都
立
公
共
職
業
補

導
所
が
新
設
さ
れ
近
々
開
設
の
運

び
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
補
導
所
は
特
別
の
知
識
、
技

能
を
要
す
る
職
業
に
つ
き
た
い
が

知
識
技
能
が
な
く
て
悩
ん
で
い
る

方
々
の
た
め
に
、
短
期
間
に
技
能

を
授
け
て
適
職
に
つ
き
や
す
い
よ

う
に
す
る
施
設
で
す
。

補
導
所
の
授
業
料
は
一
切
不
要
で

失
業
保
険
を
う
け
て
い
る
人
は
引

き
続
き
保
険
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

修
了
後
は
職
業
安
定
所
で
就
職
を

あ
つ
せ
ん
い
た
し
ま
す
が
、
過
去

の
補
導
所
修
了
者
の
就
職
率
は
九

〇
%
以
上
の
好
成
績
で
す
。

第
一
回
補
導
生
募
集
は
既
に
三
月

十
四
日
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
ご

参
考
に
補
導
所
の
内
容
を
簡
単
に

お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。

○
場
所
　
千
住
高
砂
町
九
八

(
東
武
五
反
野
駅
又
は
バ
ス
千

住
車
庫
前
下
車
)
旧
足
立
保
健

所
跡

○
募
集
科
目
、
期
間
、
定
員

ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
科
(
男
)

昼
　
三
〇
名

夜
　
三
〇
名

一
年
修
了

ト
レ
ー
ス
科
(
女
)

昼
　
三
〇
名
　
六
ケ
月
修
了

夜
　
三
〇
名
　
一
年
修
了

○
応
募
資
格
、
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
科

高
卒
、
旧
中
卒
以
上
、
ト
レ
ー

ス
科
中
卒
以
上

詳
し
い
こ
と
は
足
立
公
共
職
業
安

定
所
職
業
紹
介
課
(
8
8
)
一
二
八
七
～

八
に
お
問
合
せ
下
さ
い
、
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ア
ジ
ア
競
技
大
会
五
月
に
開
催

入
場
券
前
売
中

ア

ジ
ア
競
技
大
会
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
生
れ
た
競
技

会
で
ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
国
も
、
ア

ジ
ア
競
技
連
盟
に
加
盟
し
て
い
れ

ば
自
由
に
参
加
で
き
、
現
在
加
盟

し
て
い
る
国
は
二
〇
カ
国
に
達
し

て
い
ま
す
。

第
一
回
の
大
会
は
、
一
九
五
一

年
(
昭
和
二
十
六
年
)
三
月

に
イ
ン
ド
の
ニ
ユ
ー
デ
リ
ー
で
行

な
わ
れ
一
一
カ
国
が
参
加
、
戦
後

日
本
が
初
め
て
海
外
に
代
表
団
を

送
つ
た
大
会
で
し
た
。

い
ざ
日
本
が
参
加
し
て
み
る
と
圧

倒
的
に
強
く
、
非
公
式
の
得
点
で

す
が
、
二
位
の
イ
ン
ド
を
九
点
も

引
き
離
し
て
二
四
点
で
優
勝
し
ま
し

た
。

次
の
第
二
回
大
会
は
、
一
九

五
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
フ
イ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
行

な
わ
れ
、
現
在
の
加
盟
国
か
ら
イ

ラ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
(
役
員
の
み
参

加
)
と
を
の
ぞ
く
一
八
カ
国
が
参

加
し
そ
こ
で
も
日
本
は
フ
イ
リ
ピ

ン
を
非
公
式
得
点
な
が
ら
一
五
点

も
引
離
し
て
三
八
点
で
優
勝
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
各
国
の
参
加
人

員
は
、
陸
上
競
技
や
水
泳
な
ど
で

は
一
国
、
三
人
で
し
た
が
、
日
本

が
こ
ん
な
に
強
く
て
は
表
彰
の
た

め
三
本
あ
が
る
国
旗
が
全
部
日
の

丸
に
な
つ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で

第
三
回
大
会
か
ら
一
国
二
人
と
改

正
す
る
よ
う
に
な
つ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

競
技
大
会
は
、
四
年
に
一
回
づ

つ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
中
間
年

に
行
な
わ
れ
、
一
九
五
八
年
(
昭

和
三
十
三
年
)
五
月
の
大
会
が
東

京
で
開
か
れ
る
第
三
回
大
会
で

す
。

競
技
種
目
も
す
つ
か
り
総
合
大
会

の
姿
に
な
つ
て
陸
上
競
技
、水
上

競
技
(
競
泳
、飛
込
、水
球
)
、

サ
ツ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
六
人
制
と
九
人

制
)
、ホ
ツ
ケ
ー
、自
転
車
競
技
　

テ
ニ
ス
、レ
ス
リ
ン
グ
、ボ
ク
シ
ン

グ
、重
量
挙
、射
撃
、卓
球
と

芸
術
展
覧
、ほ
か
に
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
柔
道
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
(
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が

東
京
で
開
か
れ
る
と
き
に
は
、一

〇
万
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き

る
)
、国
立
競
技
場
、室
内
プ
ー

ル
、
サ
ツ
カ
ー
競
技
場
、
国
立
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
新
設
さ
れ
、

新
設
さ
れ
た
講
道
館
や
大
隅
記
念

会
堂
な
ど
で
も
、は
じ
め
て
の
国

際
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

卜

ー
チ
リ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
る

の
も
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
前
大
会
の
主
競
技
場
で
あ
つ

た
マ
ニ
ラ
の
リ
サ
ー
ル
・
メ
モ
リ

ア
ル
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
太
陽
の

光
線
か
ら
点
火
し
た
火
を
、
第
三

回
大
会
の
開
会
式
に
東
京
ま
で
運

び
、
大
会
期
間
中
、
主
競
技
場
に

も
や
し
つ
づ
け
よ
う
と
い
う
企
画

で
す
。
火
は
リ
サ
ー
ル
・
メ
モ

リ
ア
ル
・
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
マ
ニ

ラ
空
港
ま
で
は
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
選

手
が
運
び
、
飛
行
機
に
よ
つ
て
沖

縄
に
上
陸
、
島
内
を
一
周
し
て
再

び
飛
行
機
か
般
で
鹿
児
島
ヘ
リ
レ

ー
し
、
そ
こ
か
ら
陸
路
、
熊
本
、

佐
賀
、
福
岡
、
山
口
、
広
島
、
岡

山
、
兵
庫
、
大
阪
、
京
都
、
滋
賀

岐
阜
、
愛
知
、
静
岡
、
神
奈
川
を

経
て
東
京
に
リ
レ
ー
式
に
お
く
り

都
内
を
一
巡
し
て
主
競
技
場
の
聖

火
台
に
移
す
雄
大
な
伝
走
で
す
。

こ

の
大
会
が
行
な
わ
れ
る
直
前

に
は
ア
ジ
ア
で
は
は
じ
め
て

の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
委
員
会
総

会
が
東
京
に
開
か
れ
、
世
界
各
国

の
委
員
た
ち
も
、
こ
の
大
会
を
試

験
官
の
よ
う
な
態
度
で
見
物
す
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

は
、
日
本
で
は
一
九
六
四
年
(
昭

和
三
十
九
年
)
の
第
一
八
回
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
大
会
を
東
京
に
招
待
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
大

会
を
招
致
し
よ
う
と
し
て
い
る
国

に
日
本
の
ほ
か
ア
メ
リ
カ
、ソ
連

な
ど
の
競
争
相
手
が
あ
り
ま
す
。

今
度
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
は
ち
よ

う
ど
そ
の
試
金
石
の
よ
う
な
も
の

で
、大
会
が
成
功
す
る
か
し
な
い

か
で
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
東
京
へ
、

と
い
う
日
本
の
希
望
も
水
の
泡
と

消
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
大
会
は
、日
本
が
開
く
最
大

の
国
際
競
技
会
で
す
か
ら
ぜ
ひ
と

も
誰
も
が
協
力
し
て
成
功
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。
大
会
の
入
場
券
は

す
で
に
発
売
中
で
、
足
立
区
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
で
各
種
販
布

し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
官
の
募
集

区
内
出
張
所
で
も
受
付

本
年
最
初
の
自
衛
官
二
等
陸
、

海
空
士
の
募
集
が
い
ま
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

手
続
は
従
来
と
違
い
各
出
張
所

で
も
用
紙
の
交
付
と
受
付
を
し

ま
す
。
記
入
方
法
も
簡
単
に
な

り
直
ぐ
に
終
り
ま
す
か
ら
印
鑑

と
万
年
筆
を
持
参
し
て
気
軽
に

手
続
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

募
集
人
員
、
応
募
資
格
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
募
集
人
員

陸
　
約
一
万
名

海
　
約
三
百
名

空
　
約
五
百
名

二
、
応
募
資
格

年
令
満
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
の
中
学
卒
業
程
度
の

学
力
あ
る
者

三
、
受
付

四
月
十
五
日
ま
で

四
、
試
験

四
月
二
十
五
日
～
五
月
十
一

日
ま
で
の
一
日
間

足
立
区
の
場
合
、
足
立
区
産

業
振
興
館
で
五
月
一
、
二
日

の
両
日
に
試
験
が
行
な
わ
れ

る
予
定
で
す
。

詳
し
い
こ
と
又
は
応
募
に
つ
い

て
の
問
い
合
せ
は
区
役
所
総
務

課
(
8
8
)
四
四
〇
に
願
い
ま
す
。

屋外広告には

必ず許可を受けましよう

ポスター、立看板などは都の条例ですべて許可が必

要です。従つて広告物を掲示するときは必ず区役所

土木課管理係に許可申請をして下さい。なお許可の

際次のように手数料を納めていただくことになつて

います。
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メ
ー
ト
ル
法
の
話

計
量
単
位
と
は

そ
の
物
の
大
き
は
そ
の
物
と
他
の

あ
る
物
と
を
比
べ
て
み
て
始
め
て

言
い
表
わ
せ
る
も
の
で
、
た
だ
「

長
い
橋
」
だ
と
か
、
「
狭
い
川
」

だ
と
か
言
つ
て
も
ど
の
位
な
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
都
庁
の
新
庁
舎
の
何
百

倍
の
貯
水
量
の
ダ
ム
」
と
か
「
葉

書
よ
り
は
大
き
い
が
半
紙
よ
り
は

小
さ
い
」
と
い
え
ば
大
体
の
見
当

は
つ
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
ま
だ
物
の
長
さ
な
り
、

重
さ
な
り
を
は
つ
き
り
云
い
表
わ

し
て
い
ま
せ
ん
。

物
の
長
さ
、
重
さ
、
容
量
な
ど
を

は
つ
き
り
云
い
表
わ
す
に
は
、
そ

の
物
の
大
き
さ
の
一
定
し
て
い
る

同
じ
種
類
の
他
の
物
と
比
較
し
て

こ
れ
を
数
量
的
に
云
い
表
わ
す
と

い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
大
き
さ
の
は
つ
き
り
し
て

い
る
も
の
の
何
倍
か
、
或
は
何
分

の
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
基
準
に
な
る
一
定
の
重
さ
な

ど
を
「
単
位
」
と
い
う
の
で
す
。

メ
ー
ト
ル
と
か
、
尺
と
か
、
ヤ
ー

ド
と
か
言
う
の
は
こ
の
単
位
な
の

で
す
。

従
つ
て
尺
貫
法
、
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド

法
、
メ
ー
ト
ル
法
で
は
各
々
の
基

準
に
な
る
長
さ
や
重
さ
が
違
い
ま

す
の
で
、
同
じ
数
量
、
例
え
ば
三

を
つ
け
て
も
三
尺
と
三
ヤ
ー
ド
と

三
メ
ー
ト
ル
で
は
隋
分
違

い
ま

す
。

計
量
単
位
の
統
一
は
な
ぜ
必
要
か

私
達
の
日
常
生
活
を
眺
め
て
み
ま

し
よ
う

。
三
種
類
の
計
量
単
位
が

実
に
雑
然
と
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
米
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
配
給

さ
れ
る
が
家
庭
で
は
升
で
計
り
ま

す
。パ
ン
は
斤
、肉
や
野
菜
は
匁
　

食
用
油
は
グ
ラ
ム
と
合
、洋
服
地

は
メ
ー
ト
ル
と
ヤ
ー
ド
、
和
服
地

は
普
通
尺
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ

学
校
で
は
メ
ー
ト
ル
法
で
勉
強
し

て
い
る
の
で
す
が
、
魚
屋
に
行
け

ば
匁
を
使
い
、
毛
糸
屋
に
行
け
ば

オ
ン
ス
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

の
で
す
、
こ
の
よ
う
な
例
は
数
限

り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
明
治
の
始
め
か
ら
計
量
単

位
を
統
一
し
て
生
活
を
合
理
化
し

経
済
取
引
な
ど
を
簡
単
に
し
よ
う

と
い
う
運
動
は
休
み
な
く
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
単
位
系
統
が
よ
い
か

一
系
統
の
単
位
だ
け
を
使
う
こ
と

に
な
る
と
当
然
一
番
合
理
的
な
も

の
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
と
研
究
の
結
果

メ
ー
ト
ル
法
が
一
番
合
理
的
で
、

し
か
も
便
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

わ
が
国
の
計
量
単
位
は
約
千
二
百

年
程
前
か
ら
尺
貫
法
が
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
尺
貫
法
に
は
は
つ
き
り
と

し
た
基
準
器
が
な
い
こ
と
や
、
外

国
に
通
用
し
な
い
こ
と
や
、
計
算

が
非
常
に
わ
づ
ら
わ
し
く
、
能
率

的
で
な
い
こ
と
か
ら
明
治
十
八
年

に
国
際
メ
ー
ト
ル
条
約
に
加
入
し

先
ず
メ
ー
ト
ル
の
原
器
を
基
礎
に

し
て
、
従
来
地
方
地
方
に
よ
つ
て

違
つ
て
い
た
尺
貫
法
を
現
在
の
よ

う
な
尺
貫
法
に
統
一
し
メ
ー
ト
ル

法
と
一
緒
に
使
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
メ
ー
ト
ル
法
は
重
要
産
業

科
学
、
学
術
教
育
、
公
益
事
業
等

に
多
く
つ
か
わ
れ
、
そ
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
が

私
達
の
衣
食
住
の
関
係
で
は
い
ま

な
お
尺
貫
法
が
相
当
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
計
量
単
位
が
復
雑
で
困
つ

て
い
る
国
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

科
学
や
文
化
が
発
達
し
、
各
国
と

の
交
流
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
て

国
際
的
に
統
一
し
た
単
位
を
も
と

う
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
法
は
単
位
の
基
準
に
な

る
原
器
が
確
定
し
、
計
算
が
簡
単

で
わ
か
り
易
く
、
教
育
、
学
術
、

科
学
等
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

に
便
利
で
あ
り
、
能
率
的
で
あ
つ

て
国
際
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
現
在
世
界
の
一
一
五
ケ

国
の
う
ち
八
一
ケ
国
が
メ
ー
ト
ル

法
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
た
め
に
国
際
条
約
が
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
わ
が
国
で
も
、
国
民
生
活

の
合
理
化
は
も
と
よ
り
、
国
際
社

会
の
競
争
に
も
遅
れ
を
と
ら
な
い

た
め
に
も
、
せ
め
て
取
引
上
や
、

証
明
上
に
使
用
す
る
計
量
単
位
だ

け
で
も
、
最
も
合
理
的
な
メ
ー
ト

ル
法
に
統
一
す
る
こ
と
が
緊
急
に

必
要
と
な
つ
て
き
た
わ
け
で
す
。

メ
ー
ト
ル
法
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点

一
、
単
位
の
基
礎
が
確
立
し
て
い

る
こ
と

メ
ー
ト
ル
と
か
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

か
い
う
単
位
の
基
礎
は
原
器
で
は

つ
き
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

即
ち
一
メ
ー
ト
ル
は
子
午
線
の
一

千
万
分
の
一
の
長
さ
、
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
は
こ
の
一
メ
ー
ト
ル
の
十
分

の
一
を
一
辺
と
し
た
立
方
体
の
摂

氏
四
度
に
お
け
る
水
の
量
の
重
さ

と
い
う
よ
う
に
金
属
の
原
器
で
示

さ
れ
、
そ
の
原
器
は
化
学
変
化
を

起
さ
な
い
材
料
で
、
き
わ
め
て
安

定
し
た
形
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
こ
の
原
器
は
国
際
条
約
に

加
入
し
て
い
る
国
々
が
共
同
で
管

理
し
、
こ
の
原
器
と
同
じ
原
器
を

多
数
作
つ
て
国
際
条
約
に
加
入
し

て
い
る
国
々
に
配
布
し
、
計
量
単

位
が
不
統
一
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
は

ど
こ
の
国
へ
行
つ
て
も
一
メ
ー
ト

ル
で
す
。

二
、
十
進
法
を
と
つ
て
い
る
の
で

計
算
が
簡
単
で
わ
か
り
易
い
、

長
さ
の
基
本
の
単
位
は
メ
ー
ト
ル

で
す
が
、
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
非

常
に
長
い
も
の
や
、
短
い
も
の
を

計
る
に
は
不
便
な
の
で
、
一
メ
ー

ト
ル
の
千
倍
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　

一
メ
ー
ト
ル
の
千
分
の
一
を
一
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
よ
う
に
一
メ

ー
ト
ル
と
い
う
基
本
単
位
を
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
か
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と

か
の
補
助
単
位
と
の
関
係
が
千
倍

と
か
千
分
の
一
と
か
非
常
に
わ
か

り
易
く
便
利
で
す
。

三
、
単
位
間
の
関
連
が
簡
明
で
あ

る
こ
と

イ
、
基
本
単
位
の
長
さ
と
重
さ
に

関
連
が
あ
る
こ
と
、
一
辺
が
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
正
立
方
体
の

量
の
水
の
重
さ
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
よ
う
に
関
連

が
あ
り
ま

す
。

ロ
、
基
本
単
位
と
誘
導
単
位
の
間

が
わ
か
り
易
い

例
え
ば
普
通
面
積
の
場
合
「
縦
九

尺
、
横
五
尺
な
ら
何
坪
か
」
と
聞

か
れ
て
も
即
答
で
き
ま
せ
ん
、
そ

の
点
メ
ー
ト
ル
法
で
は
簡
単
で
縦

横
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形

の
面
積
は
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
い
い
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
縦

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
は

3
×
5
=
1
5
c
m
2

と
い
う
よ
う
に
計
算
が
簡
単
に
で

き
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
単
位
の
呼
名
が
統
一

さ
れ
て
わ
か
り
や
す
い
、
と
か
科

学
や
技
術
と
結
び
つ
い
て
世
界
的

に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

実

施

の

時

期

計
量
単
位
を
メ
ー
ト
ル
法
に
統
一

す
る
日
は
法
律
で
定
め
ら
れ
昭
和

三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ト
ル
法
に
統
一
し
て
使
用
す

る
範
囲
は
官
公
庁
で
は
全
般
に
わ

た
り
ま
す
が
、
一
般
で
は
取
引
上

や
証
明
上
の
計
量
の
場
合
に
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

簡 易 換 算 表 ( 端数は切りすてました)


